
し
て
い
る
い
る
（
図
表
１
）。

金
融
機
関
の
担
の
担
当
者
と
し
て

は
、
企
業
に
対
す
る
ヒ
アア
リリ
ン
グ

で
運
転
資
金
の
ニ
ー
ズ
を
拾
いい
上上

げ
て
融
資
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
案
件
を
獲
得
し
た
い

と
こ
ろ
だ
。
ま
た
稟
議
書
を
作
成

す
る
際
に
審
査
を
通
し
や
す
く
す

る
た
め
に
は
、
運
転
資
金
が
必
要

と
な
る
理
由
を
理
論
立
て
て
書
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
運

転
資
金
の
背
景
や
、
そ
の
融
資
の

仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
。

資
金
使
途
ご
と
の
性
質
や

算
出
方
法
を
つ
か
も
う

運
転
資
金
で
よ
く
み
ら
れ
る
資

金
使
途
に
は
、
経
常
運
転
資
金
・

増
加
運
転
資
金
の
ほ
か
、
つ
な
ぎ

資
金
・
納
税
資
金
・
賞
与
資
金
・

季
節
資
金
・
ハ
ネ
資
金
が
あ
る
。

企
業
が
各
運
転
資
金
を
必
要
と
す

る
理
由
（
資
金
ニ
ー
ズ
）、
融
資

の
方
法
や
返
済
条
件
、
返
済
原
資

を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
す
る
。

転
資
金
と
は
、
ひ
と
言
で

い
う
と
「
企
業
が
事
業
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
諸
々

の
支
払
い
に
充
て
る
資
金
」
の
こ

と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
原
材
料
や
商
品
の
仕

入
れ
費
用
が
目
的
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
卸
売
業
・
小
売
業
で
は
、

商
品
を
販
売
す
る
た
め
に
、
先
に

商
品
を
仕
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
製
造
業
で
は
、
製
品
を
製
造

す
る
た
め
に
ま
ず
は
材
料
を
仕
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
社
で
製

造
で
き
な
い
部
分
は
外
注
す
る
こ

と
も
多
い
。
ま
た
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
、
人
件
費
、
事
務
所
・
店

舗
・
工
場
等
の
家
賃
、
水
道
代
・

電
気
代
な
ど
の
経
費
も
必
要
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
事
業
運
営
に
必
要
と

な
る
諸
経
費
は
、
売
上
の
入
金
よ

り
も
先
に
支
払
う
必
要
が
出
て
く

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
を
自
己
資

金
で
賄
え
る
企
業
は
少
な
い
。
そ

こ
で
多
く
の
企
業
は
、
金
融
機
関

か
ら
の
融
資
で
運
転
資
金
を
工
面
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常
運
転
資
金
と
は
、
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

恒
常
的
に
必
要
と
な
る
資
金
の
こ

と
だ
。
そ
の
金
額
は
、「
①
売
上

債
権
＋
②
棚
卸
資
産

－

③
仕
入
債

務
」
で
計
算
で
き
る
。
企
業
の
決

算
書
の
貸
借
対
照
表
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
実
際
に
計
算
し
て
み
よ

う
（
図
表
２
）。
な
お
、
回
転
期

間
か
ら
算
出
す
る
方
法
も
あ
る
。

こ
ち
ら
の
ほ
う
が
よ
り
正
確
な
金

額
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
覚
え
て

お
く
と
よ
い
。

①
売
上
債
権
（
売
掛
金
＋
受
取
手

形
）
＋
②
棚
卸
資
産
（
商
品
・
製

品
等
）

貸
借
対
照
表
で
表
示
さ
れ
る
売

掛
金
・
受
取
手
形
・
棚
卸
資
産

は
、
現
金
と
し
て
回
収
す
る
前

の
、「
企
業
が
立
て
替
え
て
い
る

金
額
」
を
示
す
。
商
品
等
を
販
売

す
る
に
は
、
ま
ず
在
庫
（
棚
卸
資

産
）
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
小
売

業
等
を
除
い
て
、
販
売
し
た
後
で

売
上
を
す
ぐ
に
現
金
で
回
収
で
き

る
場
合
は
少
な
く
、
後
払
い
の
売

掛
金
と
な
る
。
売
掛
金
の
入
金
が

受
取
手
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
売
掛
金
や
受
取
手
形
の
売
上

債
権
が
あ
る
う
ち
は
、
企
業
に
現

金
は
入
っ
て
こ
な
い
。

③
仕
入
債
務
（
買
掛
金
＋
金
＋
支
払
支

手

形
）一

方方
で
買
で

掛
金
や
支
払
手
形

入上上売売上入金入金上入上入売上上入金金金入金

販売在庫製造仕入れ

買掛金 売掛金

棚卸資産

運転資金

こ
こ
が
必
要
！

いいいい払支支払支支支払支払い

図
表
１　

運
転
資
金
と
は

図表２　貸借対照表を用いた経常運転資金の算出例

売上債権　45…●ⓐ●●
　受取手形　15
　売掛金　　30
商品（棚卸資産） 　25… ●ⓑ●●

●ⓐ●●売上債権 4500万円＋●ⓑ●●棚卸資産 2500万円
－●ⓒ●●仕入債務 3000万円 

【下記はＡ社の貸借対照表（一部）】

仕入債務　30…●ⓒ●●
　支払手形　10
　買掛金　　20

固定負債

純資産

…
…

…
…

…

流動資産

固定資産

経常運転資金

流動負債

※回転期間を活用した算出方法は以下のとおり
経常運転資金＝
　平均月商×｛売上債権回転期間（売上債権÷平均月商）
　＋棚卸資産回転期間（棚卸資産÷平均月商）ー仕入債務回転期間（仕入債務÷月商）｝

（単位：百万円）

＝経常運転資金 4000万円
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